
《日建連表彰 2020 第1回土木賞受賞プロジェクト・構造物》　阿蘇大橋地区斜面防災対策工事／天ヶ瀬ダム再開発トンネル放流設備流入部建設工事／荒瀬ダ
ム本体等撤去工事／国道45号夏井高架橋工事におけるi-Bridgeの取組み／鶴田ダム再開発事業／阪神高速道路大和川線シールドトンネル工事／福島第一原
子力発電所陸側遮水壁（凍土壁）／三種浜田風力発電所建設プロジェクト／八ッ場ダム本体建設工事／横浜北線鉄道（JR、京急）交差部新設工事／【特別賞】
湖陵多伎道路多伎PC上部工事

土木賞は、募集の前年末までに概ね竣工した土木分野のプロジェクト・構造物を対象に、事業企画、計画・設計、施工、及び維持管理などに
関する総合評価により選考を行います。選考に当たり、特に、施工プロセスの視点（施工プロセスの改善、良質な社会資本の効率的創出、土木
技術の発展・伝承など）を重視しています。

　

本
工
事
は
、二
〇
一
六
年
四
月
十
六

日
夜
半
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
本
震

に
よ
り
崩
壊
し
た
南
阿
蘇
村
の
阿
蘇
大

橋
地
区
斜
面
の
緊
急
斜
面
対
策
に
対
す

る
も
の
で
あ
る
。被
災
の
状
況
は
長
さ
約

七
〇
〇
㍍
、幅
約
二
〇
〇
㍍
に
お
よ
び
、

国
道
五
七
号
、Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
、阿
蘇
大

橋
を
押
し
流
さ
れ
、崩
壊
斜
面
の
周
辺
に

は
至
る
所
に
開
口
亀
裂
や
段
差
が
生
じ
、

降
雨
や
余
震
な
ど
に
よ
る
さ
ら
な
る
崩

壊
が
懸
念
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
緊
急
に
防
災
対

策
工
事
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、二
次
被

害
を
防
ぐ
た
め
す
べ
て
無
人
化
施
工
で

行
い
、施
工
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
調
査
・

設
計
・
施
工
プ
ロ
セ
ス
を
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
り
一
体
化
し
、ｉ
‐
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ

ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
と
連
動
さ
せ
た
緊
急
時
の
新

た
な
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
現
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
二
次
被
害
の
な
い
迅
速
な

復
旧
工
事
を
可
能
に
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
を
見
て
い
く

と
、第
一
は
総
合
的
な
ｉ
‐
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ

ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
導
入
で
あ
る
。３
Ｄ

モ
デ
ル
を
基
礎
と
し
て
全
工
程
で
実
現

し
て
い
る
。※Ｕ
Ａ
Ｖ
な
ど
に
よ
る
測
量
に

よ
り
３
Ｄ
地
形
デ
ー
タ
の
作
成
に
始
ま

り
、設
計
時
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、施
工

で
の
利
用
で
高
精
度
の
施
工
管
理
を
実

現
し
て
い
る
。管
理
面
で
も
Ｕ
Ａ
Ｖ
測
量

に
よ
り
出
来
高
管
理
・
土
砂
移
動
な
ど

の
管
理
が
無
人
で
可
能
に
な
っ
た
。こ
れ

が
対
策
工
事
を
効
率
よ
く
迅
速
に
推
進

す
る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
は
無
人
化
施
工
技
術
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
対
応
型
に
高
度
化
し
て
い
る
点

で
あ
る
。雲
仙
普
賢
岳
で
の
施
工
経
験

を
も
と
に
事
前
に
検
討
し
、効
率
を
重

視
す
る
た
め
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
情
報
を
集

約
し
て
、一
㌔
㍍
離
れ
た
集
中
管
理
室

か
ら
の
無
人
化
施
工
機
械
を
操
作
す
る

こ
と
を
実
現
し
、狭
い
盛
土
上
に
お
い
て

多
く
の
建
設
機
械
に
よ
る
同
時
施
工
を

可
能
に
し
た
。

　

第
三
は
調
査
・
設
計
・
施
工
プ
ロ
セ
ス

の
一
体
化
に
よ
る
機
動
性
確
保
で
あ
る
。

発
注
者
・
設
計
者
・
施
工
者
が
一
体
と

な
り
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
を
共
有
し

て
、機
動
性
の
高
い
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
実
現
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、緊
急
対
策
工
事
で

の
高
度
な
施
工
プ
ロ
セ
ス
一
体
化
に
よ

り
、安
全
か
つ
迅
速
に
復
旧
工
事
が
行
わ

れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、日
建
連
表
彰
土

木
賞
に
値
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

阿蘇大橋地区斜面防災対策工事　概要
● 工　種　砂防（地すべり）※災害復旧

● 発注者　国土交通省九州地方整備局熊本復興事務所
● 設計者　㈱熊谷組
● 施工者　㈱熊谷組
● 関係者　国際航業㈱、日本工営㈱、八千代エンジニヤリング㈱

● 所 在 地　熊本県阿蘇郡南阿蘇村
● 着工年月　2016年5月
● 竣工年月　2017年11月

詳細や他の写真などは
左記のQRコードからWebページに
アクセスしてご覧ください。

1. ネットワーク対応型に高度化した無
人化施工技術

2. マシンコントロールで盛土高さを自動
制御

※Unmanned Aerial Vehicleの略。人が搭乗しない、自動操縦や遠隔操作で飛行する航空機。
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